特別顧問・特別参与が従事した職務の遂行に係る情報
	議題
	大学

	日時
	平成2８年６月２２日（水）
上山特別顧問　　　　11時00分～12時30分
亀山・本多特別参与　11時00分～12時10分／13時00分～15時30分
安川特別参与　　　　10時30分～12時40分

	場所
	大阪市役所　会議室

	出席者
	(特別顧問・特別参与)：
上山特別顧問、亀山特別参与、本多特別参与、安川特別参与
(職員等)：
大阪府府民文化部（副理事、府民文化総務課課長補佐）
　大阪市経済戦略局（大学支援担当部長、大学支援担当課長、課長代理）

大阪府市副首都推進局（事業再編担当課長、課長代理）
大阪府立大学（統合準備室長、課長補佐）

大阪市立大学（大学改革・戦略課課長代理）

	論点
	○大学統合について
・総論資料の検討について
・各戦略領域における検討作業について

	主な意見
	○両大学の現状評価も盛り込んだ総論資料を作成する必要がある。
○都市の公立大学として、シンクタンク機能と産学官連携が大事。行政との関係は重要で、行政のデータや人材を活かすことが大阪の公立大学としての役割・特徴となる。
○先端領域の研究に取り組むことで、人材や企業が大阪に集まるという効果が期待できる。
○パブリックヘルスとヒューマンウェルネス、医学の各領域の定義と関係性をわかりやすく説明すべき。

○ライフサイエンスの領域について、世界的研究機関と連携し、創薬の研究基盤を構築していく。

	結論
	○引き続きそれぞれの戦略領域における検討を深めていく。

	説明等資料
	

	関係部局
（室課）
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